
 

 

 

 

 

 

島根県では、平成２５年度の共同活動に４６８組織が取り組まれています。新規採択組織も含めて

４月からの活動が認められており、多くの活動組織では活動も定着し、地域ぐるみの活動が順調に進

められています。 

向上活動については、継続組織２８８組織のうち、９月２０日付けで６７組織が、１０月１８日付

けで２２１組織が交付決定になり、継続の全組織において本格的に活動に取りかかっていただけるよ

うになりました。 

向上活動の新規採択組織については、採択決定になった後「交付決定前着手届」を提出することに

より活動を始めることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同、向上活動の「事務のポイント」を活動組織の皆さんに知っていただき、事務を効率的に

行っていただくよう、協議会主催の平成２５年度事務研修会を来年１月に開催する予定にしてい

ます。研修会の詳細につきましては、来月号以降のネットワーク通信でご案内します。是非、こ

の機会に研修に参加されて、年度末の実績報告などの書類のまとめにお役立てください。 

 

１０月に入り台風の到来とともに、日ごとに秋が深まって来ました。気象庁からは、この冬は平年

に比べて寒くなる予測が出ています。活動組織の皆さんにおかれましては、これからは天候を見なが

らの活動になると思いますが、農地・農業用水等の資源の保全管理や農村環境の保全、施設の長寿命

化のための活動に交付金を計画的かつ有効に使っていただくようお願いします。 

■共同活動 

・交付申請（交付金残額約 2 割） 

 ↓ 

・交付金受取（１月～２月） 

 ↓ 

・実施状況報告書作成・提出（各市町村） 

 （３月末～４月初め） 

■向上活動 

・交付金受取 

 ↓ 

 ↓ 

・遂行状況報告（１月末） 

 ↓･････残額のある組織は概算払請求 

 ↓     （1 月～2 月） 

・実績報告書作成・提出 

 （３月末～４月初め） 

交付金額が 200 万円以上の組織は 90％ 

その他組織は 100％ 



 

 

 

 

 

 

 

山田地域農地・水・環境保全会は、大田市温泉津駅から南へ約２０㎞入った大江高山の麓に位置

し、１集落１０世帯で農地・水保全管理支払交付金に取り組んでおられます。 

「共同活動」、「向上活動」を活用して水路補修を中心に自主施工で行われているとお聞きし、大田

市の重田主任主事と共にお訪ねしました。 

組織から、武田さん、渡利さん、坂本さんの三人に案内していた

だきました。 

まず目に飛び込んできたのは「農地・水の活動を告知する掲示

板」でした。掲示板には今年度の重点的な補修箇所が示されていま

した。活動の予定や様子をこの掲示板を使って集落の皆さんに知ら

せているそうです。 

最初に、向上活動で実施された水路補修の現場に案内していただ

きました。その箇所は、用水路法面が崩壊しＵ字溝が宙に浮いた状

態になっていたそうです。崩壊した箇所の土砂を取り除き、法面に

布団篭を設置し、上部はブロック積みをしてＵ字溝 4.5ｍを設置さ

れていました。Ｕ字溝を設置される際には、自分たちでレベル調整

も行っておられました。自主施工されたことで、業者発注する予算

の約半額で出来たそうです。 

次に、共同活動で行われた水路補修の現場に案内していただきました。山からの湧水により用水路

の下部の土砂が流出し水路が沈下した箇所に、湧水処理とＵ字溝の布設替えを行っておられました。

湧水処理にはニートフルマット、ネトロンパイプを埋設しその上にＵ字溝を設置する工夫をされたそ

うです。 

 

 

 

 

 

 

最後に、武田代表から「山田では、グループ員の英知を結集して、補修を自主施工で行う事を第一

の目標としている。点検・機能診断をしっかりして、施設の保全管理をしていく事が地域を守ってい

くためには大切だ。」という頼もしい言葉をお聞きしました。   

第9弾 
 



 

 

 

 

 島根県では、平成 24 年度からの継続組織については、全組織が交付決定を受けました。 

これにより、「交付決定前着手届」を提出され既に活動に着手されている組織以外でも、継続組織に

ついては活動に着手することが可能となりました。 

■専門的な技術を要する補修により、工事を業者委託される場合 

各市町村から示された「見積金額毎の見積者数」に基づき、複数業者から見積を徴収し請負業者を

決定してください。（委託工事の流れは、ネットワーク通信第６９号参照） 

※平成２４年度に施工された水路の工事と、同じ工法で補修する場合も再度見積徴収、契約等が必要

です。 

■ 交付決定後、交付金受取前に資材等を立て替えて購入した場合 

金銭出納簿の記入例は以下の通りです。 

 例）9/20 交付決定 

 10/ 1 水路補修のための資材購入 15,000 円（会計立替払い） 

   1 0/21 、10/25 交付金受取 

  10/26 会計へ立替額を支払い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委託工事が完了した場合 

 請負業者から、「工事完了届」を組織宛に提出して貰ってください。 

■施工現場について 

 平成２５年度に補修等が行われた区間がわかるように、起

点と終点にマークをしてください。 

（平成２３年度、平成２４年度施工分についても同様にお願

いします。） 

 

共同、向上活動の金銭出納簿、実施状況報告書、実績報告書については、様式が変更となります。 

向上活動の活動計画書、活動記録、作業日報については、様式番号が変更となります。各種様式や活動

の手引きについて、11 月上旬より協議会のホームページにアップしますのでご活用ください。   

（様式第２－８号）

組織名：

水路 農道 ため池 農地 事務費 計

10月1日 立替代金
15,000 0 15,000

10月1日 ① 水路の破損部分の補修 資材代（ＶＰ１５０管・エルボ・ソケット）
15,000 15,000 0

①-1

10月21日 向上活動支援交付金の受取（国分）
275,000 0 275,000

10月25日 向上活動支援交付金の受取（地方分）
275,000 0 550,000

10月26日 立替代金支払い
-15,000 0 535,000

①-２

①施設の長寿命化のための活動

支出（円）

平成２５年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援交付金　金銭出納簿

日付 分類 活動項目 内　　容
収入（円）

○○○保全会

残高（円）

領収書
等番号

立替代金を収入欄に計上 

立替者の領収書 立替の払い戻しをマイナス標記で収入欄に計上 



 

 

～農地・水保全管理支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

 

この度、他県で農道の敷砂利作業中に２ｔダンプトラックと小型特殊自動車の間に構成員が挟まれ死

亡する事故が発生しました。 

活動組織の皆さんも、作業中に事故や怪我のないよう安全対策に細心の注意を払ってください。 

★今月の予定★ 

７（木）、８（金） 活動計画相談会（飯南町） １８（月）、１９（火） 活動計画相談会（雲南市） 

１２（火）又は１３（水） 活動計画相談会（美郷町）   

 

 

 

 

 

私たち「福留を守る会」は、平成２４年度から農地・

水保全管理支払交付金の共同支援、向上支援に取

り組んでいます。 

平成２５年度も地域内の五つの水路系の保全管

理を中心に、「自分たちで出来る事は自分たちで」を

モットーに活動を進めています。農村

環境では、「水仙の郷づくり」と

して、農道沿いに水仙を植栽

し、空き缶拾いなどで環

境美化に努めています。 
 

 
～担当者の声～ 

９月中旬に２週間津和野町へ農地災害復旧の応援へ行ってきました。本格的な復旧は、まだまだこれからという

ところですが、農業は時として厳しい自然相手の仕事ということを改めて感じました。 

各地で秋祭りや収穫祭が行われる時期となりました。先日は県西部の棚田まつりに家族ともに出かけてきまし

た。直前の台風による雨の影響で一部会場が変更になったようですが、当日は快晴で、心休まる棚田の風景と地元

の皆様の暖かいもてなしに感謝です。（協議会 Ｔ） 

平成２５年度の活動も順調に 

          福留を守る会（安来市広瀬町） 

 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876 松江市黒田町 432-1 水土里ネット島根「おたよりコーナー」係。 
FAX 番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 

【投稿規定】 

大上町づくり協議会（出雲市） 

福留の皆さん２年目の活動お疲れさまで

した。これからも皆さんの「共力」で地域

を守り続けてください。 

役員による点検・機能診断 

 
集落へ続く農道へ水仙を植栽 

 

老朽化した塩ビパイプの布設替え 春の水路泥上げ 

 


